
幸町を襲った2度の空襲
　 　  大澤さんは戦前の生まれとお聞きしました。
　　　　  私は1932（昭和7）年に幸町1丁目で生まれ
て、高台（たかきや）尋常小学校に入学しましたが、戦争
が始まって、母の里の姫路に疎開しました。1945（昭和
20）年3月、学童疎開していた児童のうち6年生と先生
方は卒業式があるというので、式の2、3日前に疎開先
からこの幸町に帰ってきて、明日はいよいよ卒業式と、
着る服などを枕元に用意して寝た夜に、あの大空襲に
襲われたと聞きました。
　　　　 幸町は3月だけでなく6月にも空襲があって、
私の父の家はその6月の空襲で焼けてしまいました。

　　　　  私は小学校の卒業証書をもらっていません。
いつだったかピース大阪で、読売新聞かどこかの主催
だったと思いますが、「大阪市民で、卒業証書のない人
は授与します」という会がありましてね。それに参加し
ましたのでピース大阪の卒業証書は持っています。6、7
人でいただきました。もちろん正式な卒業証書ではあ
りませんが、高台小学校の名前が書かれていました。

　　　　

　　　　  大澤さんの先祖は昔、お医者さんだったんで
すよ。
　　　　  緒方洪庵（1810～63年、江戸時代後期の医
師、蘭学者）の生きていた時代にここで医者をしていま
した。当時は、今の相撲の番付のように、医者の番付も
ありましてね。うちの先祖の名前もその番付表に載って
いたようです。

美味しい「幸町の水」
　　　　  以前、酒店を営んでおられた方のお話では、
ご先祖さんはここで酒樽を作っていたそうです。幸町通
りに面している家の庭にはたいてい井戸があって、とて
もきれいで美味しい水がとれたので、堀江にあった酒蔵
はその水でお酒を作っていたそうです。堀江と幸町は昔
からそういうつながりがあるんですね。
　また、幸町通りにはたくさん材木問屋があって金持ち
が多かったと聞きました。女の子が生まれて生理が始
まると、最初の生理があった日に道頓堀川の水を汲ん
できて、櫛を水につけて髪を梳いてお祝いする風習が

あったそうですよ。

　　  そんな風習があったとは。昔は道頓堀川の水も、き
れいだったんでしょうね。谷さんは戦後の生まれですか。
　　　　  両親が戦後すぐに結婚して、1947（昭和22）
年に僕が生まれたんですが、空襲で家が焼けてしまって
住むところがありませんでした。羽曳野に道明寺という
尼寺があって、昔からご縁があった関係で、僕が2歳に
なるくらいまで仮住まいをさせてもらっていました。その
後、幸町に戻ってきました。

かつての幸町のまち
　　   子どもの頃の幸町はどんな様子だったのでしょ
うか。
　　　　  幸町通りの道路は戦前、木レンガでできてい
ましたが、戦争で焼けてしまったので、その後はアスファ
ルトを使って舗装されていました。でも所々、アスファル
トが剥がれているところがあって、10センチ角くらいの
木レンガが見えました。
　また、昔は「馬力（ばりき）」といって馬が荷車を引い
ていました。道頓堀に沿って北側に大きな木材せり売り
市場がありましたので、そこから木材を運ぶためによく
馬力が通っていました。幸橋を渡るのに馬の蹄（ひず
め）が滑って転倒してしまうこともありました。当時の材
木屋はわりと儲かっていたので、すぐにトラックに変わ
りましたが、馬力は僕が中学生の頃までありました。
　1967～68（昭和42～43）年ぐらいまで、幸町には材

木屋さんがたくさんありました。幸町通りには製材所や
材木屋、銘木（めいぼく）屋（※1）、市売り問屋（※2）など
木材関係の会社が65社ほどありました。
　丸太は川に浮かべておいて、それを引き上げて製材
すると木材がよい具合に乾燥するので、道頓堀川には
丸太筏（いかだ）がたくさん浮かんでいました。木材関
係の仲買は幸町通りに多く集積していましたが、材木
屋が多かった関係で、木工機械屋さんも多く集積して
いました。
　　   道頓堀川はどんな様子でしたか。
　　　　  僕が幼稚園の頃くらいまでは堤防がなかっ
たので、川で泳ぐ人もいました。一部の材木屋さんはレ
クリエーションとしてカヌーも持っていたので、それで遊
んだりもしました。
　大きい台風などが来ると川から水があふれて、川沿
いの会社の事務所は大きく浸水しました。その時に事
務所の窓ガラスから外を見たら、まるで水族館にいるみ
たいだったように思います。水が引いて事務所を見に行
くと、フナやドジョウ、タナゴやらなにやらいっぱいいま
した。1955（昭和30）年頃に第1次の防潮堤ができるま
ではそんな状態でした。
　1953（昭和28）年の13号台風の時は浸水したと思い
ますが、風も大変強く感じました。当時、「家曳き」といっ
て家を土台からジャッキで持ちあげて10メートルほど
家をずらす予定でした。台風が来た時は家の2階にいた
んですが、ちょうどジャッキで家を持ちあげた状態だっ
たので、とても揺れたのを覚えています。
　　   幸町は、北は道頓堀川に面しており、西側には木
津川が流れています。
　　　　  木津川には名村造船や佐野安船渠などの造
船所が多くあったので、大正橋のあたりには船具屋が
たくさんありました。船具屋は荷物を集めるのが上手
で、船に積み込む生活用品、例えばマッチとかろうそく、
料理をするためのザルや布団、毛布、枕など何でも扱っ
ていました。
　　   木津川には大正橋がかかっており、その北東詰
めに安政大津波の碑がありますね。
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【参加者】（後列左から）谷 正一さん、幡多区長　（前列左から）千葉 優さん、大澤 滋さん
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道頓堀川が完成
幸町新地を開発
安政南海地震津波が発生　  
大阪市が誕生
市電の開通に伴い、桜川を埋め立て大正橋完成
第2次大阪市域拡張、第1次浪速区ができる（幸町は西区） 
室戸台風襲来
大阪市22区制により現在の浪速区となり、幸町は浪速区に編入
B29約90機が大阪地区を空襲し、区域の約93%が焼失す
る（3月）。空襲により幸町通を焼く（6月）。終戦
戦災復興土地区画整理事業の設計認可（湊町工区）
 戦災復興土地区画整理事業の設計認可（汐見橋工区）
ジェーン台風襲来
第2室戸台風襲来
戦災復興土地区画整理事業が完了（汐見橋工区）
地下鉄千日前線（野田阪神－桜川）開通
地下鉄千日前線（桜川－谷町9丁目）開通
2代目の大正橋完成　
戦災復興土地区画整理事業が完了（湊町工区）
阪神なんば線開通、桜川駅新設
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問合 6647-9683 6633-8270区 総務課（企画調整）

座談会全文は
こちら➡

　2025（令和7）年、浪速区は区制100周年を迎えます。
その節目にあたり、浪速区の歴史を区内11地域の皆さん
と座談会で振り返る連載企画です。第9回では、幸町地域の
皆さんに当時の思い出やエピソードなどを伺いました。

浪速区制100周年プレ企画 【第9回】

幸 町 地域

なにわマニア話

　松下幸之助の自伝『私の行き
方考え方』などによれば、明治
43年（1910）10月21日、15歳の
幸 之 助 は 大 阪 電 灯 株 式 会 社

（関西電力の前身）の幸町営業
所（幸町1丁目）に内線見習工
として採用されました。それま
では自転車店で奉公していまし
たが、大阪市が導入した最新鋭
の路面電車を見て感動し、「これからは電気の時代だ！」と直観したとか。念願の入
社で幸之助は熱心に働き、本来1年はかかるところを、わずか3か月半で見習工か
ら担当者に最年少で昇格。初代通天閣の電灯工事に携わったりしています。この
大阪電灯時代に思いついたのが改良ソケット（二股ソケット）で、しかし当時の上司
に酷評され、幸之助は独立を決意。大阪電灯を退職し、大正7年（1918）3月7日に
松下電気器具製作所（現・パ
ナソニックホールディングス）
を起業しました。幸之助23歳
の春でした。

vol.9

大阪市電気局の幸町修理工場。かつては大阪電灯の
幸町発電所だった。出典：『電灯市営の十年より』

■松下幸之助が働いた大阪電灯幸町営業所

幸町
地域

陸奥賢さん
観光家／コモンズ・デザイナー／
社会実験者
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　　　　  「大地震両川口津浪記」として地震津波の戒
めのために建立され、幸町3丁目西振興町会さんを中
心に今でも亡くなった方の慰霊の催しを毎夏、行ってお
られます。お花も手向け、石碑に書かれているように後
世に役立つようとの思いをつなげていく活動や清掃活
動をずっと続けて、今日に至っています。

これからの地域への期待
　　　　  幸町には昔、たくさんの材木問屋がありまし
たが、その広い土地を賃貸マンションにしたり、処分し
て出て行かれました。
　今はサラリーマンが住むまちになりましたが、もとも
とは商売人のまちでした。私が引っ越してくる前は、日
吉橋を少し南下して幸町通りと交差したところの空間
で、やぐらを立てて盆踊りをしていたそうです。交通量も
そこそこあったはずですが、きちんと警察への手続きも

して開催していたと聞きました。私だったらとてもそん
なことはできません。
　大店に力があったんでしょう。普段は木材を担いだり
樽を運んだりする10代、20代の若者がたくさん働いて
いましたからね。社長がやるぞ！と言えばできるんです。
ある意味「ワンマン」ですが、そういう人たちが1人欠け、
2人欠けして、寂しくなりました。
　　   最後に今後の幸町に期待することなど、教えてく
ださい。
　　　　  難波ほどの商業のまちではないでしょうが、
かといって、住むまちというだけでもないでしょうし。で
も、もう少し情緒のあるまち、誰にでも声がかけられる
ような下町になったらいいと思いますね。
　外国人が入ってきたら治安が悪くなるという話もあり
ますが、そんなことはないと思っています。うちの店は端
材がたくさん出るので、店先でワゴンに積んで無料で差
しあげています。そうしたら外国から来て近くに住んでい

る方たちは、棚を作りたいからとやって来て、持って帰る
のです。自分で努力して作っているのですね。そんなに頑
張っている方たちに直接、端材の使い方を教えてあげた
りしています。コミュニケーションを大切にし、繋がってい
けば文字通りHappy Town（幸町）になっていくことで
しょう。そうなって欲しいです。
　　　　  サラリーマンの多いまちですから、地域の共
通する課題というのはあまりないのですが、ただ1つ共
有できるのが、子どもの教育だと思うんです。今でも夏
休みのラジオ体操の期間中は、体操が終わったら会館
に集めて勉強できるようにしています。この地域で勉強
して遊んで、近所のおじいさんやおばあさんに見守られ
て育ってきたんだと、子どもたちにそんな記憶が残るよ
うな地域にしていきたいです。

1969（昭和44）年 
地下鉄千日前線開通記念の切符

令和�年�月�日に���周年を迎える
浪速区を応援してください！

���周年記念誌の発行

���周年各種記念事業の実施 など

6633-8270
tj0001@city.osaka.lg.jp
6647-9625問合 区 総務課

浪速区制100周年
へのご寄附をお願いします

���周年記念式典の開催

寄附の申し込み方法など、
詳しくは担当までお問い合わせください!!

寄附金額1万円以上で、記念誌へご芳名を掲載いたします！
さらに寄附金額5万円以上の場合、上記特典に加えて、
記念誌の贈呈と記念式典へご招待いたします！

いただきましたご寄附は様々な事業に活用します！

【特典】

⬅詳しくは
　こちら

戦災を免れた幸町5丁目（現在の幸町3丁目あたり）の写真
（1975年頃）

千葉さん
区長

谷さん千葉さん

（大澤 滋さんは、令和6年9月にご逝去されました。心よりご冥福をお祈り申しあげます。）

1872（明治5）年に創立、その後、1945
（昭和20）年3月の大阪大空襲で校舎

の大半が焼け落ちました。1946（昭和
21）年3月、日吉小学校に合併された
のを機に廃校となり、1959（昭和34）
年には焼け残った校舎の一部も取り
壊されました。悲惨な戦争と戦後の
困難であった体験を風化させないた
めに校舎跡地には1988（昭和63）年
8月に記念碑が建立されました。

高台（たかきや）小学校深堀り！

高台小学校記念碑建立記念誌より
区長

区長

区長
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谷さん

1854（嘉永7）年11月の大地震に
よる大津波の被害は甚大でした。
その模様を記録し後世に対する
戒めを伝えるのが、大正橋東詰

（北側）にある1855（安政2）年7月
建立の安政大津波碑です。そこに
は大地震が起きた場合には、必ず
津波が襲うものと心得るべきだと
教訓が書かれています。

安政大津波の碑（幸町3丁目9番）深堀り！

道頓堀川の改修後（1615年開さく完了）、船着き場として300
年を超える歴史があり、九州や瀬戸内海方面から運ばれた大
阪城の石垣材などの荷着場で
した。現在の日吉橋の名称も豊
臣秀吉の幼名にちなんでつけ
られたといわれています。その
頃より幸町の材木・木炭問屋が
あり、各地からの集荷場所とし
て栄えました。

幸町材木町深堀り！

浪速区史より

※1　色や形、材質などが希少で、独特な趣を持つ木材を扱う店
※2　大きな需要に応えるために各産地から木材を仕入れる専門店

幸町の家は住居兼店舗で間口2間半、深いうなぎの寝床のよ
うな家であり、2階建てであった。私が物心つく時分には、もち
ろん、電気・ガス・水道はあったが、釣瓶井戸があって冷蔵庫
がわりに使っていた。なおトイレはくみ取り式で、近郊の農家
の方がくみ取りにきて、代金がわりに大根など季節の野菜を
置いていったという記憶がある。

戦前の生活

［1927～45（昭和2～20）年6月の空襲まで
幸町5丁目にお住まいだった廣瀬英雄さんの手記より］

木工機械屋が
集積していたエリア

材木屋の集積していたエリア
高台小学校

6月の空襲で焼け残ったエリア

赤レンガ倉庫
（平成18年に解体）
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大阪に残る数少ない
レンガ建築としてまち
並みに情緒を醸し出
していた。

日吉小学校

千日前通
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8面へ
なでこちゃんの

なにワールドツアー
美術品、百貨店資料、創業家文書など、多種多彩な
資料が約5万点も収蔵されているんだって！

この記事は、地域の語り部の方々の発言をもとに作成しております。
歴史考証はしておりませんので、予めご了承ください。
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